２００８年　夏学期　歴史Ⅰ　シケプリ　　後編

試験日程：　７月２２日（火）９：００〜１０：３０
試験の形式：大問は３つに分かれる。大問1は少し長めの説明問題。大問２は１０問の用語説明。大問３はシンポジウムに関する問題が出る。試験時間は９０分

特記事項：試験にノート、教科書は持ち込み可。ただしもちろんシケプリは持ち込み不可。ノートにさっさと写しましょう。
では、前回からの続きをどーぞ。

（ⅱ）ナポレオンの遺したもの

もともとイスラーム社会ではキリスト教徒、ユダヤ教徒は啓典の民だという理由で、ズィンミー（被保護民）として安全が保障されていた。

＊ミッレト制・・・宗教共同体。従来からの信仰や社会制度を認める代わりに、オスマンへの貢納を義務づけた。

オスマンにあった宗教共同体　・ギリシア正教徒の共同体

　　　　　　　　　　　　　　・アルメニア教会の共同体

　　　　　　　　　　　　　　・ユダヤ教徒の共同体

　　　　　　　　　　　　　　そしてイスラームの共同体

　ナポレオンはフランス革命によって生まれた次のものをイスラームに持ち込む。

①ナショナリズム（国民主義）

②パトリオティズム（愛国心）

③理性崇拝や、市民意識の高揚

その結果・・・

パトリ（patrie）・・・祖国、郷土という意味。

→ナポレオンの持ち込んだ思想によって、ギリシア正教徒は自分がギリシア人と自覚し、自らのパトリを求めるようになる。→ギリシア独立戦争へ

　

  →アルメニア教会派の人々も自らがアルメニア人と自覚し、ハヤスタニ（アルメニア語でアルメニアという意味）を求める。→トルコマンチャーイ条約で大半がロシアに割譲。独立はソ連崩壊後。
さらにムスリムもナショナリズムを唱え、分裂が始まる。

・トルコ人・・・オスマン帝国をワタン（祖国という意味）とし、分裂を阻止しようとする。→しかし最後にはトルコ人のナショナリズムを訴え、ムスタファ＝ケマルがトルコ共和国を樹立。

・アラブ人・・・アラブ独立運動→アラブ諸国が生まれる（ex ワッハーブ王国、エジプト）

　また、クルド人やアルバニア人も同様に独立運動を始める。

＊ムスタファ＝ケマルのトルコ共和国・・・イスラーム諸国で初めてライクリッキ（政教分離）を実現。ライクリッキの語源はフランス語のライシテで、このライシテを初めて行ったのはナポレオン。

（ⅲ）本格期の西洋の衝撃

ムハンマド＝アリーとナポレオンの接触から３０年以上経つと本格的な西洋の衝撃が訪れる。→西洋のグローバルシステムにアジアが組み込まれる。

・西洋の市場経済やそれを正当化する法観念、国際法を押し付けられる。

・西洋における科学技術の発展

・西洋文化の流入とそれに伴うアイデンティティの危機

　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　このインパクトが中東、東アジア、日本を襲った。
＊西洋は開国を強制するという原理を用いてアジア諸国の市場の開放を達成。
オスマン帝国、清、日本に共通しているのは開国の際結んだ条約はいずれも不平等条約だったということ。関税自主権を奪われ、領事裁判権も認めさせられた。

参照：それまでのアジア諸国の貿易体制の特徴

・オスマン帝国…カピチュレーション→恩恵的処置
・中国（清）…朝貢貿易→朝貢は天朝の徳であり、恩恵である。
・日本…出島貿易

→西洋が来るまで、オスマン帝国はカーフィル（不信者）として周りの世界をさげすみ、清、そして日本も朱子学的立場に立って周辺は夷荻であり野蛮なものであると考えた。

朱子学における中心と野蛮のモデル


　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　
＊鴃舌(げきぜつ)の徒・・聞きづらい言葉を話すという意味。要するに異民族。周辺民族を野蛮と決め付けた中国の差別用語。ほぼ同じ意味に古代ギリシアのバルバロイがある。
（ⅳ）＜小ヨーロッパ＞の出現

西洋諸国が進出してくるにつれ、イスラーム世界内部にもヨーロッパ人が居留地を作り貿易をおこなう、いわゆる小ヨーロッパが作られていった。→ヨーロッパ人はそこを拠点にヨーロッパの価値観を広める。

おもな都市の例：ダカール、アルジェ、アレクサンドリア、イズミル、ベイルート、バクー、カルカッタ、シンガポール、ジャカルタ（教科書p77にすべて載ってる）

＊白人は、イスラームは未開の土地であり、彼らを啓蒙するのは我々の使命であるという使命感を持っていた。

・文明論的使命感　Mission Civirizatrice  ←フランス

・白人の重荷（責務）　Whiteman’s Burdens ←イギリス

　　　　　　　　　　　　　　　↑

この表現を使ったのがイギリスの詩人キプリング。（p79）

５　トクヴィルのイスラーム植民地観
（ⅰ）イスラーム批判
『アメリカの民主主義』を著した保守自由主義者のフランス人トクヴィル
「イスラーム世界の没落の原因はイスラーム教にある」と言い切る。

（ⅱ）フランスの民族的エゴイズム

1830年、フランスはアルジェリアを征服しようと戦争を始める。→アルジェリアの英雄アブデュル＝カーディルの抵抗。

フランスがアルジェリアを征服しあぐねたのは、アルジェリアにはフランス人植民者（コロン）が流入しており、ムスリム地元民と対立。ムスリムのフランス人に対する感情は悪化していたから

　　　　　　　　　　　　　　　↓その原因

　　　　　　　　・フランス人の社会道徳や法を押し付けられる

　　　　　　　　・フランスの資本主義経済の流入

トクヴィルは自由主義者であったがそれは植民地拡大論者であることと矛盾しない。つまり、植民地を得ることによってフランス国内では民主主義を達成し、人道的政策を実現できる。さらに先進的なフランスに支配されることによって植民地も文明化を進めることができる、と考えた。→イスラームと西欧資本主義の二面性に起因する。

まあ、西欧とイスラームは別物で、法の下の平等、人権の尊重は西欧だけで達成されればいいという考え。
６　日本人の見たイスラームと近代化
（ⅰ）福沢諭吉の場合

福沢諭吉・・・日本はヨーロッパ近代の原理を導入すべきであると主張。日本以外の非欧米諸国を「ヨーロッパ18世紀に一般的な文明史の公式」で見ようとした。←著書『文明論之概略』に載っている考え方

1869年に二つの著作をあらわし、人間社会を混沌・蛮野・未開・文明開化の4つに分けた。そして発展段階の最後はヨーロッパと考えた。
ヨーロッパでは「礼」（正しい秩序）と「義」（正しい人間関係）が尊ばれ、技芸や文学も発達している←人々に余裕があるため
一方でアラビア・タタールの人々は蛮野の民という認識。
タタール（韃靼）・・・トルコ系の民族を漠然とさしている
＊読み書きできるものは「甚だ稀」（p86）

アラビア語には二つの種類がある

・フスハー（正則語）・・・簡単にいえば文語ということ。コーランとかはフスハーで書かれている。
・アンミーヤ（日常語）・・・口語。多数の方言がある。みんながいつもしゃべっているもの。
福沢が言った読み書きできるものは甚だ稀というのは、フスハーを読める人はほとんどいないという意味。逆に言うとフスハーを知っているということは特権の証。

＊「其法甚だ残酷にして～」（p86）
アラビアには罪刑法定主義という考え方がなかった
日本においては、江戸時代の武家法は罪刑法定主義にのっとったものであった。

保科正之（1611～1672）・・・4代将軍徳川家綱を支えた名君。罪刑法定主義を会津藩に導入した。

罪刑法定主義はイタリア人の法学者ベッカリーヤが主張したが、そのベッカリーヤは保科正之より後の時代の人。

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・

チラシの裏ですよ。。。テストには関係ないかも。。。

罪刑法定主義を保科正之が導入っていうのが気になって調べてみたけど（あくまでもネットだけですが）なんか異説っぽい。通説では日本での罪刑法定主義の導入は明治期になってからが最初。「罪刑法定主義　保科正之」をネットで検索してもあまりヒットしないうえにソースが山内教官自身っていう・・・

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・

さらに福沢はトルコやイランを未開の最も著しきものと言い切る。

福沢諭吉の侮蔑表現集

アラビア→荒火屋　　　トルコ→土留古　　ペルシア→辺留社

福沢は1875年『文明論之概略』で人間社会を「文明、半開、野蛮」の3つに整理。

（ⅱ）内村鑑三と徳富蘆花の場合

内村鑑三（1861～1930）・・・キリスト教者。日露戦争では非戦論を唱えた。
　

　彼は、イスラーム教（回回教）はいかなる場合も信じないと公言。
徳富蘆花（1868～1927）・・・徳富蘇峰の弟で小説家。代表作は『不如帰』
第三章：東方問題の開幕

１　東方問題の第一幕

（ⅰ）イスタンブルを中心に

イスタンブル＝｢君府｣と呼ばれる。→語源はコンスタンティノープルの当て字。

金角湾→トルコ語で｢ハリッチ｣

徳富蘆花は『順礼紀行』の中でオスマン帝国を｢近東の病人｣と表現。

　The Sickman of Europe・・・ヨーロッパの病人

このように呼ばれた所以は東方問題にある。

（ⅱ）東方問題とは何か

東方問題・・・１９世紀にオスマン帝国の領土と民族問題を巡って生じた問題であり、オスマン帝国を巻き込んだヨーロッパ諸国間の競争・対立・抗争あるいは強調・同盟などの諸局面を一括表現する語。

第二次ウィーン包囲の失敗以来、オスマン帝国の最大の敵はハプスブルク家であったが、18世紀の後半以来ロシアが台頭し、オスマン帝国の脅威となった。

（ⅲ）キュチュク・カイナルジャ条約

キュチュク・カイナルジャ条約・・・ロシアのエカチェリーナ二世の南下政策に屈したオスマン帝国が、ロシアと1774年に結んだ条約

内容　　・ロシアの黒海自由航行権を認める。→黒海の支配権を奪われる

　　　　・オスマン帝国内に住むギリシア正教徒の保護権を認める。

　　　　・クリム＝ハン国の支配権を放棄

（ⅳ）アーヤーンとオスマン帝国

オスマン帝国衰退の要因　

・武器、戦争の複雑化による費用の高コスト化

・物価高

・中東中継貿易の衰退

・金、銀の流出

・農村部の衰退

→軍事力が弱体化

＊オスマン帝国と旧ソ連の衰退の要因の共通点

・ナショナリズムの爆発

・政治的イデオロギーの問題（西欧合理主義とイスラーム教、資本主義と社会主義）

・旧支配層、官僚の腐敗

アーヤーン・・・在地の有力者層。オスマン帝国は戦時に際して、イェニチェリの弱体化などのために彼らの力に頼らざるを得なかった。

→強大な力を持ってきたアーヤーンは各地で自治を始める。そして暴利をむさぼるアーヤーンもでてくる。→アーヤーンは諸刃の剣

２　東方問題の本格的開幕　　＊だいぶ教科書飛んでます！！

　

（ⅰ）エジプトの富を作るために（p113）

工業の一般的な流れ

家内制手工業→（問屋制手工業）→工場制手工業→工場制機械工業

ムハンマド＝アリーの改革以前のエジプトは家内制手工業の時代であり、手工業ギルドが発達。

・ムハンマド＝アリーは西欧の最新技術を導入して家内制手工業から工場制工業への転換を図り、富国強兵や殖産興業を進めようとした。

　　　　　　　　　　↑しかしお金が必要である

・まずムハンマド＝アリーは全国検地行い農民（ファッラーフ、またはファッラーヒーン）からの徴税を強化。

・さらにムハンマド＝アリーは専売事業も行った。→とくに小麦、綿花、タバコの専売は大きな利益を上げた。

（ⅱ）強制労役と徴兵

エジプトの農民には元々無償による労役があった。だがそれは堤の補修工事といった自らの生活に直結する公共奉仕であった。

→しかしムハンマド＝アリーの時代になると運河やダム建設など国のための公的義務へと労役の範囲が広がった。

ムハンマド＝アリーは強兵策にも力を入れた。→徴兵制の導入

ただし、日本のように戸籍を作り、それに基づいて徴兵を行うという方法ではなかった。→フランス人、クロット＝ベイの紹介（p115）

要するに拉致。ただイギリス海軍の徴兵方法とそんなにかわらない。

（ⅲ）兵役を逃れようとして

エジプト人は兵役逃れのため、ナイル川をさかのぼって砂漠の中に逃げたり、自らの体を傷つけて兵役を逃れようとした。

→ただし、体を傷つけても戦闘を免除されただけで輜重（物資運搬）をさせられることもあった。

（ⅲ）セリム三世の廃位とイェニチェリ（p127）
富国強兵政策はオスマン帝国でも行われる。

→セリム3世、マフムト2世の改革
・軍制改革
イェニチェリ・・・「新しい軍」という意味。常備歩兵軍団でかつては帝国の華と言われていた。しかしこのころになると特権階層化して腐敗が進み、既得権保持のため反改革の立場をとっていた。

＊抵抗勢力というのはどこにでもいるもの


エジプト・・・マムルーク→ムハンマド＝アリーが彼らを一掃

オスマン帝国・・・イェニチェリ→のちに廃止

日本・・・士族→西南戦争で軍事的抵抗を終了

セリム3世はイェニチェリに頼るのをやめ、フランスの支援を受けてニザム・ジェディドという洋式軍を作った。
（補足）ニザム・・・「制度」という意味。ニザム・ジェディドの意味は「新しい制度」
しかしイェニチェリの抵抗を受けてこの洋式軍隊は廃止され、セリム3世も廃位された。

（ⅳ）マフムト2世の新式軍とイェニチェリの最期
マフムト2世は新式軍の編成を命令。→イェニチェリの反発（大鍋をひっくり返す）（p130）
マフムト2世はイェニチェリの討伐を実行、見事に成功する。

新しい編制の軍隊は「ムハンマド常勝軍」と名づけられ、さらに1834年には陸軍士官学校が作られ幅広い国民から人材を集めた。

（ⅴ）改革の種子

マフムト2世は軍制改革だけでなく、行財政、外交分野にも改革のメスを入れる。
→強大な権限を有していた大宰相府を改革し、大宰相のもとにいた書記官長（クッターブ）を外務大臣とし、外務省を分離、独立させた。さらに大蔵省、内務省も大宰相府から離して新設された。
３　イスラーム大改革運動とワッハーブ派
（ⅰ）社会の内部改革を目指して
イスラーム大改革運動・・・ムハンマドの時代精神に回帰しながら、退化したイスラーム社会を改革しようとする運動。


主な担い手→　・ネオ＝スーフィー教団

　　　　　　　・ウラマー

（ⅱ）ネオ＝スーフィー教団
・一般的なスーフィズム（イスラーム神秘主義）

スーフィーはズィクル（念仏）を唱え、旋回しながらファナー（没我）の状態に入って行き、神と自分との合一を目指す。

スーフィーたちは教団（タリーカ）を作り、彼らがイスラームを世界中に広める原動力となる。ちなみに教団を率いていたのはシャイフ（祖師）またはピール（教祖）と呼ばれていた人々。

しかし西欧列強の進出と王朝権力の弱体化が進んでくると、イスラーム社会の内部変革を目指す潮流が生まれた。そしてそれまで埋没していたスーフィーやその教団は強固な意志でジハードを宣言し、西欧諸国との対立をも辞さない急進的なネオ＝スーフィー教団ができる。→つまり、ムハンマドはジハードによって領土を広げ繁栄を達成したのだから、我々もジハードを行ってヨーロッパに対抗しようという考え方。
代表的な教団→ナクシュバンディー教団
ナクシュバンディー教団はその世界中に広がったネットワーク（p138,139）を使って、世界中から情報を得ると共に、イスラームを改革しなければならないという意識を世界中に広めた。
さらに教団の中には、自らの教えを高めるために、宗教諸学を学び、軍事訓練によって強化するところもあった。
（ⅲ）アラビア半島からの改革運動

ネオ＝スーフィー教団と同時期にメッカやメディナのウラマー達がイスラーム世界の改革を訴える。→イスラーム教徒は年に1度世界中から聖地へ巡礼に訪れるので、その際にウラマーは改革の必要性を巡礼者に訴え、それが世界中に伝わっていく。
アラビアでのイスラーム大改革運動を福沢諭吉は『世界国尽』で概括した。

（ⅳ）ワッハーブ派と二人のムハンマド
18世紀にアラビア半島のナジュド地方、ダルイーヤからワッハーブ派が興隆。ムハンマド＝イブン＝アブドゥル＝ワッハーブが創始。ワッハーブ派の運動の特徴としては、神秘主義や聖者崇拝を否定し、「ムハンマドの教えに戻れ」という復古主義運動。ハンバル法学派からの影響を強く受ける。
＊スンナ派の４大法学派・・・１　ハンバル法学派→もっとも厳格で厳しい
　　　　　　　　　　　　　　２  ハナフィー法学派

　　　　　　　　　　　　　　３　マーリク法学派

　　　　　　　　　　　　　　４　シャーフィイー法学派

ワッハーブ派はサウード家のムハンマドからの支援を受け支持を拡大。

だがその一方であまりに厳しすぎる教義からワッハーブ派の人たちは同じムスリムのムハンマド＝アリーやオスマン帝国のスルタンさえもカーフィル（不信者）と決め付け、激しく対立。

４　アラブ対トルコ

　

第一章：マフムト2世とムハンマド＝アリー

（ⅰ）エジプト独立の野望とムハンマド＝アリーの改革

エジプトはオスマン帝国の中で形式的には「州」（州の長官をワーリーという）の位置づけだった。

しかしムハンマド＝アリーによってエジプトは事実上独立国家であった。

＊デ　ファクト　de facto・・・事実上

　デ　ユーレ　　de jure ・・・法律上

ムハンマド＝アリーはデ　ユーレの独立を目指していた。
富国強兵のためにムハンマド＝アリーは改革を行う。

ムハンマド＝アリーの改革→・西洋の知識を導入するため、多数の留学生を派遣し、外国人教師も多くエジプトに招聘する。
　　　　　　　　　　　　　・エジプトの在地領主マムルークを一掃。

　　　　　　　　　　　　　・全国検地などの農政改革

　　　　　　　　　　　　　・専売制の開始

（ⅱ）ロシアとトルコの戦争
19世紀におけるオスマン帝国の一番の脅威は南下政策を進めてくるロシア。1828年に露土戦争を起こす（cf,p158の和蘭風説書）。→オスマン帝国はエジプトに援軍を要請。しかしムハンマド＝アリーは拒否。→オスマン帝国スルタンのマフムト2世とムハンマド＝アリーの溝がどんどん深まる。
第1次シリア戦争（第１次エジプト＝トルコ戦争）がおこり、エジプトはシリアを占領。1833年にキュタヒヤ条約で休戦。

第二章：東方問題の第三幕

（ⅰ）ムハンマド＝アリーの領土獲得

キュタヒヤ条約の結果、エジプトは広大な領土を得ることに成功（p161）。
注：p161より
・トリポリ→今のリビアにある都市ではなくイェルサレムの北にある都市。イスラーム世界にはトリポリという街が二つあるためにリビアにあるトリポリを西のトリポリ、イェルサレムの北にあるトリポリを東のトリポリといって区別。

・ハニア、レスモ→ともにクレタ島にある県の名前。

（ⅱ）エジプト強大化への懸念

フランス以外のヨーロッパ諸国はエジプトが強大化しすぎると、中東におけるパワーバランスが崩れてしまうと懸念。

とくにイギリスは、オスマン帝国の弱体化によりロシアが南下政策を進めて地中海まで進出したらイギリスにおける最重要な植民地であるインドへのルートが遮断されかねないとして激しく警戒。→イギリスはオスマン帝国の保全のためにムハンマド＝アリーと徹底的に対立。
イギリスの3つの狙い

・インドの利益の確保

・ロシアの中東進出（カフカース、コーカサス）の排除→1828年にロシアはカージャール朝とトルコマンチャーイ条約を結びアルメニアなどを獲得していた。

・フランスのエジプトへの排他的影響力を低下させる。

1833年のタスウィーヤ（講和のこと。具体的にはキュタヒヤ条約）は西欧諸国にとっても自らの利益にかかわる内容であるにもかかわらず、西欧の許可なく結ばれた。→西欧諸国の干渉の根拠。
（ⅲ）通商条約の秘密の仕掛け
「パーマストン・ドクトリン」の発現。

通商条約はデ　ユーレ（法律上）ではエジプトはオスマン帝国の主権下であることを利用していた。

内容　

・帝国の輸出入品に一律の関税をかける

・帝国内における政府専売の廃止

また、オスマン帝国の主権下である限りキャピチュレーションもエジプト内で行われていた。

キャピチュレーション・・・近代に入るとヨーロッパ人居住者に領事裁判権を認め、アマーン（安全保障）をヨーロッパの商人に与えた。さらに関税の特恵措置も与える。
さらにパーマストンは通商条約の締結の翌年に国策要領を策定する。

内容

・status quo  中東における現状維持

・非武装地帯をエジプトとオスマン帝国の間に策定。

（ⅳ）19世紀最大の〈中東戦争〉勃発

マフムト2世はイギリスの制止を振り切ってエジプトに攻め込む。→第2次シリア戦争（第2次エジプト＝トルコ戦争）

しかしネジブの戦いで大敗。→オスマン帝国がエジプトに降伏しそうになるとヨーロッパ諸国は狼狽。英仏露墺普の五大国は共同覚書をオスマン帝国に提出して五大国の許可なくエジプトと取り決めをしないように約束させる。→戦争の当事国は中東の2カ国であるにもかかわらず、戦争の帰結と処理はヨーロッパ外国の枠組みで処理しようとする、東方問題の典型的パターン。

第三章：イギリスとフランス、オスマン帝国とエジプト

（ⅰ）ティエールとギゾー

ティエール（1797～1877）・・・フランスの政治家。七月王政下で首相を務め、第二共和政成立直後はルイ＝ナポレオンを支持。第三共和政初代大統領となる。主著『フランス革命史』

ギゾー（1787～1874）・・・フランスの政治家、歴史家。首相となって二月革命を招き、イギリスに亡命した。主著『ヨーロッパ文明史』

フランスはエジプトに対して持っている影響力を失いたくはない。しかしエジプトを庇護してしまえばイギリスと対立することになりそれは避けたい。駐英大使であったギゾーは当時の首相であったティエールに対し、シリアの領有を一代限りで認める四カ国案（先の五大国からフランスを除いた国）を受諾しイギリスとの妥協を勧める。しかしティエールはかたくなに拒否。→結局フランスは大きく国益を損なうことになる。

（ⅱ）ロンドン協定
四大国とエジプトの間で結ばれる。実質的にこれが第二次シリア戦争の講和条約。
→エジプトはシリアとクレタ島を放棄し、ムハンマド＝アリーはエジプトの世襲統治権とスーダンの支配権を認められる。

（ⅲ）ムハンマド＝アリーと「三国干渉」の限界
エジプトのシリア領有失敗の原因
・エジプト人とシリア人の対立→ムハンマド＝アリーという新参者に対する反発や歴史的にもシリアとエジプトは対立していた。それとエジプトの圧政。

・外交リアリズムの欠如→四大国から受ける敵意を過小評価。日本が日清戦争後に受けた三国干渉に対する対応と違っている。
・エジプトの国内産業と資源の枯渇、そして経済基盤がまだ脆弱であった。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
おまけ：：：6・17のビデオ鑑賞の内容　　　一応書いとく

おそらくは土曜日にシンポジウムへの出席を強制したからその慰労の念（？）をこめて鑑賞させたかと。さらにビデオが高校生向けの世界史のビデオだったから（NHKの高校講座世界史的な）気になったとこだけ抜粋して書くよ。たぶんいらないかも・・・
・フラトリサイド（兄弟殺し）の風習・・・新たに就任したスルタンは王子同士の内戦を防ぐため兄弟を殺してしまう。コンスタンティノープルを征服したメフメト2世が法典化。
・ソコルル＝メフメト＝パシャ・・・オスマン帝国最盛期の大宰相。スレイマン1世、セリム2世、ムラト3世に仕える。ソコルル＝メフメト＝パシャ橋（ドリナの橋）は世界遺産に登録されている。
　　　　とりあえずシケプリはここまで。あとは皆さん各自で頑張ってください。
　中


　原





西戎





東夷





北荻





南蛮








